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炉（右の写真）である。高殿は一辺約 18.2m、内部に設置された製鉄炉は縦 285～310cm、横 139















































































































































                            































































































































































































































ている（金城町誌編纂委員会編 2003 379-427）。そして、文政 10 年までには田 11 町 1





























                            


























































水路状をなす樋（長さ約 8m）、乙池（同約 10m）、中池（同約 14m）、大池（同約 20m）、出し切りなどが配置されている。
これらの池は、第2次世界大戦中にコンクリート張りされた。1972年まで1日約2～4tの砂鉄が採取されていた。 ［2015
年 4月 德安撮影］ 
右：横田たたら研究会での実演操業時の様子。各池の下流側には堰があり、開閉にはクダ板が用いられた。クダ板を調


































                            
7 正徳～嘉永年間「絲原家鉄山旧記写」島根県奥出雲町横田・絲原家文書、（島根県編 1965 584-612 所収） 
8 『鉄山必用記事』は、伯耆国の鉄山経営者である下原重仲（1738～1821）によって著されたたたら製鉄の技術と経営な
どに関する記録である。引用に際しては、宮本常一・原口虎雄・谷川健一編（1970）『日本庶民生活史料集成・第 10






























































































































































                            
10 年不詳「萬鉄穴口数控帳」岡山県新見市安藤家文書、（田村 1987 72所収） 








































あまりのうち、鉄山役 447.72石、ふき役 326.75石、かなら（鉄穴）役 144石の計 948石





















                            
12 前掲 7） 


























































































































































































































































































































































































































「鉄口」の項：「磨場所池、幅二尺 長さ上壱番五間 中弐番四間 下三番三間」「磨船 

















































注①～⑤＝中国地方の史料  ①図２－１参照。②岡眠山（1781）『陶鉄図』、（東城町史編纂委員会編 1991 50 所収）。
③下原重仲（1784）、（宮本ほか編 1970 557-558 所収）。④頼杏坪編著（1825）『芸藩通志』、（東城町史編纂委
員会編 1991 56 所収）。⑤不明『学己集・第二巻』、（東城町史編纂委員会編 1991 15所収）。 
注❶～❼＝東北地方の鉄穴流しを記述したとみられる史料  ❶黒澤元重（1691）『鉱山至宝要録』、（三枝博音編 1978 
『復刻・日本科学古典全書 5』朝日新聞社 101 所収）。❷里見藤右衛門（1798）『封内土産考』、（鈴木省三編 1923 『仙
台叢書・第三巻』仙台叢書刊行会 434 所収）。❸早野貫平（1820）『萬帳』、（渡辺信夫・荻慎一郎・築島順公編 1985 陸
中国下閉伊郡岩泉村早野家文書(上) 東北大学日本文化研究所研究報告別巻 22 144-145 所収）。❹佐藤信淵（1827）
『経済要録』、（瀧本誠一編 1992 『復刻版・佐藤信淵家学全集・上巻』岩波書店 731 所収）。❺平船圭子校訂（1988）
『三閉伊日記』岩手古文書学会 3 所収。❻大野太衛編（1908）『高島翁言行録』東京堂 30-31 所収。❼不明『製鉄法





































































                            
1 享保 2年「覚」津山市矢吹家文書、（山中一揆顕彰会編 1956 4 所収） 











































立体視可 A：自然斜面 B：ホネ C：鉄穴残丘 D：小鉄穴残丘群 






























































































































                            
6 寛保 2年「西々條郡養野村奥津村下齋原村上才原村鉄山聞合セ書上帳」矢吹家文書、（山中一揆顕彰会編 1956 7-9 所
収） 




















































































                            
































                            
































































































されてきた（たとえば、鳥取県編 1969 460-466、野原 1969ｂ、日南町史編纂審議委員会




































































うたたらが 14～15ヵ所、鍛錬工程の大鍛冶が 24～25ヵ所、1850年代にはたたらが 30ヵ











3 文久 2年 11月「乍恐奉再願口上之覚」日野町根雨・近藤家文書、（鳥取県編 1977 617-619所収） 







は島根県に次ぐ都道府県別第 2位の 867,481貫（3,253t、全国比 17.9％）に達している。 




















て法勝寺川と合流するようになった（米子市役所編 1942 447-448）とする見解が一般化し 





6 明治 27年「鳥取県日野郡鉱業所取調書」（武信 1894ｂ所収） 







































































                            
9 この砂礫は近世以降における兼久堤防の決壊時に堆積したとされ、果樹園や畑として利用されてきたことから「河原畑」
と呼ばれている（松田 1977 139-140）。 

















































                            































































伯耆国の損亡高約 23,400石、潰家 199軒、流家 167軒、川除石垣の破損約 30,750間
など。日野川西岸の車尾村貴布称神社の末社が流失した。 




7月の伯耆国の損亡高約 15,400石、潰家・流家 14軒、死者 2名など。9月の伯耆国
の潰家流家 158軒。「酉年水」と呼ばれた大災害であった。 
伯耆国の損亡高約 47,000石、流家 43軒、川除破損約 54,600間など。 




藩 印賀川最上流の阿毘縁 4ヵ村では、印賀川中流の 5ヵ村からの要求によって、寛
延 3年(1750)から鉄穴流しが差し止められていた。その差し止めが解除された。 
日野川東岸・山市場村安養寺の田畑や、車尾村貴布称神社などが流失した。 














































































注：水害の被害状況に関するものには，年月に  をつけてある。  は対応の主体者を示す。 
出典：①鳥取県編（1971ｂ 645-665）。②本文の注7）。③「在方諸事控」、本文の注 15）参照。④船越（1983 39-89）。
































鳥取藩は、7月 22日から 8月 6日まで、役人を会見郡に派遣し、被災状況を把握した。






                            





16 文政 12年 7月「不明」深田家文書（前掲注 14所収）。 
17 天保 9年（1838）の伯耆国絵図に記載された国高 237,990石の 41.6％にあたる。 
65 
 
天保 13年（1842）7月 19日には、兼久土手が 3ヵ所にわたって切れ込み、宗像土手が
米子町の被災を防いでいる。嘉永 3年（1850）9月 2～3日には、伯耆国の損亡高が 66,000
石におよぶ水害があった。その際、同慶寺土手が 10間にわたって決壊し、溢流水は法勝寺



















全半壊家屋 136戸、浸水家屋 2,800戸、付属建物の全半壊および浸水家屋 4,000棟、流亡
田 3町 5反、土砂流入田 381町 8反などとなっている。また、この水害後にコレラが流行
し、10月 17日までの米子町における患者数は 56人、そのうち 41人が死亡という事態に
陥った。 














































                            
18 尚徳村史刊行委員会編（1997）『尚徳村史』同会 349-350に全文が掲載されている。 
68 
 




しかし、流路を転じて間もない日野川の治水は困難であったにちがいない。享保 6 年 6
月には、御普請場の１里半以内から出役した人夫の日雇賃は上銀 5分となっており、１里
半以遠からの出役人夫には距離に応じた手当ての支給が決められている（『諸事控』1721
年 6月）。また、享保 6年 7月の水害にともなう「急御普請」に際して、会見・日野両郡
には、御普請場の 2里以内から出役する人夫には米 1升ずつ、2里以遠からの人夫には米 1
升 5合ずつ支給する「覚」が出されている（『諸事控』1721年 8月）。 
2度にわたって大水害をうけた享保 13年、鳥取藩は、堤防建設と東岸の蚊屋・上細見・
豊田・庄村の堰修繕人夫として 12,200 人あまりを動員している。また、18 世紀中頃に日
野川西岸の四日市村では、日野郡の鉄山経営者・緒方仁平が、新田開発のために長さ約 200m
以上におよぶ堤防を築いている（日野郡自治協会編 1926ｂ 1920）。これらの堤防整備が














                            
































                            

































                            
22 鳥取県編（1971ｂ 304-305所収） 























   同   10月 
 
 













   同  7・8月 

























   同    5月 
 
 














間にわたって決壊し、宗像土手の 7 分目まで浸水した。19 日朝には 9 分目に達し、宗像
土手も決壊した。尚徳低地の浸水深は、1812年の水害時より4～5尺も深かったとされる。
浸水地域ではそばを蒔いて急場を凌いだ。伯耆国の損亡高 99,100石、川除の破損 13,800




藩 日野川筋の御普請にあたる出精人夫 5,000人の派遣と、同慶寺土手の幅を 26間に拡幅
する工事の実施を決めた。また、岸本村から壷瓶山方面への川筋を設けて日野川を分流す
る「川替御普請」の実施を「御諭置」いた。 


















藩 住民 同慶寺土手の修築に 3 年がかりで取組むために、1830 年と同様の人夫賃 5,000
人分を米子町に負担させる決定をした。しかし、藩が拠出を求めた「杭木柴代」100両に
ついては、米子町は前例がないことを理由にその免除を願い出ている。 







藩 河床上昇がいちじるしいため、試しに 1863年春まで鉄穴場数を半減するよう命じた。 











































































注：水害の被害状況に関するものには，年月に  をつけてある。  は対応の主体者を示す。 
出典：①本文の注 15)。②船越（1950）所収史料。③本文の注 14）所収史料。④鳥取県編（1971ｂ 645-665）。⑤1896
年建立『兼久堤防修築碑』。⑥米子市役所編（1942）所収史料。⑦本文の注 25）1868年 4月分。⑧日野郡自治協会編


















年 4月、1827年 6月、1829年 7月）。この訴訟後、正蔵は日野郡における鉄山経営から撤
退した模様である。そのような中、川下御普請銀の拠出は実現しないまま、同 9年 7月の
水害に続き、同 12年 7月の丑大流が発生したとみられる。 
２．文政 12年水害の復旧工事とその後の治水 
⑴土手の修築と宗像土手の撤去 

































439人から 1人あたり 3匁 6分ずつ、難渋人 342人から半人分ずつ、極難渋人 627人から 3
分の 1人分ずつ、計 2貫 948匁 6分を徴収している。難渋人と極難渋人 589人相当の免除
分（2貫 120匁 4分）は「鉄山鉄穴持割合増人夫」として、鉄山および鉄穴の所有者が負
担した。同様に、奥構は 5貫 90匁 4分を、里構は 5貫 36匁 4分を同人夫賃とした。3つ





米子町は藩に対して、嘉永元年（1848）に続き、同 5年の 5月と 10月にも日野川西岸の
同慶寺土手の修築を願い出た。10月の嘆願書25では、同年 7月と 8月の増水時にも同慶寺 




れ、安政 7年（1860）からは参勤交代のルートとして利用されるようになっている（鳥取県編 1981 479-510）。 




年月［太陰太陽歴］ 日野郡の負担による川浚えの実施とその状況 出典 
文政 7 年(1824)7 月 
 
天保 4 年(1833)9 月 
 
天保 6 年(1835)7 月 
 




















慶応 2 年(1866)6 月 
 
 







明治 2 年(1869)1 月 
 

































従事すること、2)その代替として実際には賃銀 1人役 3 匁 5分の「雇い出賃銀」を会見






















































表３－４ 日野郡の川浚えに対する費用負担（嘉永 6年） 

































小計（人数  額Ｂ） 1,408人   2,948.4匁 1,414人   3,214.8匁 1,399人   2,642.3匁 
Ａ－Ｂ＝鉄山鉄穴所有者負担額 2,120.4匁 1,875.6匁 2,394.1匁 
*竃 1軒につき 1人ずつ出役が義務づけられている。**神主や医師、山伏、独身病者、後家などが該当する。 










































中の鉄穴場総数は 235ヵ所、休業中は 115ヵ所となっている。休業数の割合が 5割から 3
割となっているように、鉄穴流しの稼業制限は緩和されたとみられる。 
















求められている。そして、翌年 6 月には、奥日野郡の庄屋 60 名が中庄屋に対して、竈 1
                            
26 文久 2年（1862）12月「奉願口上之覚」近藤家文書 




28 前掲 25)の 1868年 7月 25日および9月 16日分。 
78 
 
軒につき 3匁 5歩ずつ支払っていた会見郡での「雇い出賃金」が元治元年（1864）には 7
匁、慶応 2年には 20匁に高騰していること、鉄穴流しの経費も高騰しその稼業が困難にな
っていることなどから、砂揚出精人夫賃の負担軽減を求めている。 











来の制度に替わるものとして、竈 1軒につき米 1升 5合、村高 100石につき米 1升 5合ず
つを徴収する「竈役」を定めた（表３－５）。ところが、翌年 8月には河川事業の統一的
な法規としての大蔵省番外達「河港道路修築規則」が出された。これに対応すべく、県は
同 8年 10月に、工事費の官民割合を 7:3とする二等河に日野川を、5:5とする三等河に法
勝寺川をそれぞれ定めた。これによって、治水工事に対する国と地元町村の費用負担の割
合が明確になったのである。 
しかし、鳥取県は、同 9年 8月から同 14年 9月まで島根県に編入された。島根県は、同












年月［太陽暦］ 政府による鉱業・河川行政と県・住民による水害への対応など 出典 
1872(明治 5)年 3 月 
同  年 8 月 
 
 
1873(明治 6)年 7 月 
同  年 8 月 
1874(明治 7)年 1 月 




1876(明治 9)年 8 月 
1878(明治11)年4月 







同  年 11月 
 
1883(明治 16)年 








   同  年 7 月 
同  年 8 月 
 
 
同  年 9 月 
1886(明治 19)年 
 
   同  年 9月 
1888(明治21)年1月 
 







同  年 
 
1891(明治 24)年 12 月 
1893(明治26)年3月 
同  年 4月 
   同  年 10 月 
同  年 10月 
 
 




   同  年 8 月 
政府 太政官布告「鉱山心得」によって、鉱物の政府所有を規定する。 
鳥取県 「棟役（二十日役）」（竃１軒につきのべ 20人の出精を義務づける）を廃止して、「竃


























































































































注：水害の被害状況に関するものには，年月に  をつけてある。  は対応の主体者を示す。 
出典：①鳥取県編（1977）『鳥取県史・近代第 5 巻・資料編』同県 81-469 所収史料。②山本・松浦（1996）。③内田
（1994）。④岡山県編（1906）『岡山県会史・第 1編』同県。⑤日吉津村編（1986）『日吉津村史・上巻』同村 728-861 
所収史料。⑥米子市役所編（1942 1040-1044）。⑦米子市史編さん協議会編（2005）『新修米子市史・第 10巻・資
料編（近代）』同市 431-434 所収史料。⑧本文の注 29）参照。⑨本文の注 14）所収史料。⑩船越（1950）。⑪加






同 14年 9月に再置された鳥取県は、同 16年 4月に「土木費支弁及町村土木補助費支給










の 6ヵ村が水害を受けている。そして、翌 19年 9月には、明治期最大の水害が発生する事
態となったのである（前掲図３－４）。 
２．明治中期の治水と水害への対応 





翌 19年 9月の水害では、兼久土手の決壊による被害総額が 246,338円に達している。こ
の水害に対する復旧工事や費用負担の実態は、記録に乏しく明らかにし得ない。しかし、
地元町村に対して重い費用負担が求められたことは想像に難くない。 




                            
























つつある中で、同 26年 10月の水害は発生したのである。 
多額の水害復旧費用を負担しかねた県は、同年 12月に「鳥取県水災訴難会」を結成し、
国庫補助の請願にあたる委員を東京に派遣した。内務省は鳥取県の被害額を 5,470,000円
として、国庫補助額を 1,640,000 円と決定した。そして、翌年 2 月の臨時県会は、同 26
年度の土木費追加予算として 1,720,000円を計上している。 
３．下流域町村による鉄穴流し停止運動 




福市・榎原・兼久村は地租 1円につき約 80銭、石井・奥谷村は約 64銭、美吉・西大谷・陰田村は約 40銭ずつ負担し、






























                            














































































                            







































































①年貢・運上・税金 ②鉄穴流しの稼業制限の請願 ③堤防整備などの土木費用・工事 ④鉄穴流しの









                            
























































は、延享 2年～宝暦 6年（1745～1756）には鳥取藩預地、明和元年（1764）～同 3年には
播磨国三日月藩領となっている。そして、天明 7年～寛政 11年（1787～1799）には下流部
の 12ヵ村と最上流部の上齋原・下齋原村が下総国佐倉藩領になるなど、複雑な支配関係を





















限定されていた。そして、明治 7年（1874）には、上齋原、箱、長藤の 3ヵ村で計 5ヵ所 
                            
1 入村は上分が幕府領、下分が津山藩領となったため、2つの近世村として計算している。 










































































































長 藤 村 
奥 津 村 
奥津川西村 
羽 出 村 
養 野 村 
井 坂 村 
至孝野村 
女 原 村 































































































































































合計 20,149.9 571.5 2.8 505.7 458.8 46.9 16.3 13.0 3.3 3.2 2.8 7.0 


































                            

















































ている。その結果、たたら 4ヵ所（養野・奥津・下齋原・上齋原村各 1）と、鉄穴場 7ヵ
所（長藤村 2、下齋原村１、上齋原村 4）の稼業を確認し、川添いの山の谷を切り流す「小
鉄取」が確認しきれないほど行われていることも把握した。 








































































































































①宝永 4年「差上申一札之事」。②『津山藩日記』。③享保 2年「覚」。④延享 4年「作州鉄山之一件」。⑤享保 16年
「御断申上ル御事」。⑥寛保 2年「鉄山聞合セ書上帳」。⑦延享 4年「美作国鉄小割鍛冶稼年季覚」。⑧明和 9年「欠」。
⑨安永 2年「乍恐以書付奉願上候事」。⑩安永 9年「乍恐以書付奉願上申候」。⑪寛政 3年「乍恐以書付奉願上候」。








































                            








































                            
































                            






































































候」。④嘉永元年「乍恐以書付奉願上候」。⑤嘉永 2 年「熟談議定証文之事」。⑥安政 3 年「濁水議定証文之事。⑦万




































た「協定」が 3年間延長されたものの、同 4年の「鉄山」数は 1ヵ所に限定されているか
らである。 
天保 5年に水請村と「協定」を結んだ「鉄山稼」ぎ村は、上齋原、下齋原、長藤、奥津、
                            
7 元禄 14年（1701）以降、奴可郡では、「吹役」と「鉄穴役」として 169.212石の「鉄山役高」が領知高に組み込まれて
いた（土井 1982）。 
8 文政 8年「覚」鏡野町上齋原・田渕家文書、（奥津町史編纂委員会編 2007 262-269所収） 
9 文政 8年「鉄山高取調書上帳」田渕家文書、（奥津町史編纂委員会編 2007 273-275所収） 

















嘉永 2年（1849）には、8ヵ村の中で 2ヵ所の「鉄山稼」ぎが、銀札 25貫目の濁水手当













明治 4年 11月、旧津山藩領は北条県に編入された。そして、同 5年に鉱物の政府所有を
規定した太政官布告「鉱山心得」が出され、翌年の「日本坑法」によって砂鉄採取に際し





























吉井川において同年の 7 月に発生した大水害による河床埋積の対策として、170 万円あま
りに達する国庫補助金の拠出を受けたこと、最近の中国 7～8 県における砂鉄の生産額は
30万円程度にすぎないことなどが記されている。 
さらに、同 29年 10月、県会は、内務大臣樺山資紀に対して、高梁川の河床を急上昇さ 
                            
12 北条県編（1947）『北条県史』（国立公文書館蔵・岡山県史編纂室撮影本） 





年 鉄穴流しの稼業状況・政策・濁水対策など 注 
明治4年11月 旧津山藩領が北条県に編入される。  
明治 5年 3月 太政官布告「鉱山心得」によって、鉱物の政府所有を規定する。  











明治 9年 4月 北条県が岡山県に編入される。  
明治 12年 箱村ほか 2ヵ村 4ヵ所における砂鉄の出鉱高 24,000貫、鉄製品の販売額 504円 ② 























上齋原村人形仙・輪南原谷・梅ノ木谷において、4～6 月に採取された 1,900 貫を
ふくめて 7,900貫の砂鉄が採取された。 
④ 














明治26年4月 鉄穴流しなどの稼業条件を整備する「砂鉱採取法」を施行する。 ⑤ 




















































                            












































































                            





























と文化 4 年の 16 年間において同一地点に同じ名称のたたらが確認できるのは、石見国に







                            
3 ただし、「鍛冶（屋）」などと記載されている山内の一部には、たたらや小鍛冶もふくまれているとみられる。 





図５－１ 寛政 3年・文化 4年の中国地方におけるたたらの分布 





























































2  1 2 1 3 




  3   5 
飯梨川 1 2 9 1 1 10 
斐伊川 4 7 9 2 6 15 
神戸川 1 5 1 2 5 3 
 
江の川 
石見 10 13 12 5 31 20 
安芸  2 7 1  11 
備後  3 2 1 9 5 
高津川 石見    1 1  
太田川 安芸  2 7 1  5 
高梁川 
備後 1 5 12  3 6 
備中 4 1 7 5  1 
旭川 美 
作 
2 1 1 6  2 
吉井川 2   3   
千種川 播 
磨 
  1 1   
揖保川   1 1   
海岸   6   4  
その他  4 2 8 3 3 7 
所在不明  3 3 3 1 4 17 
計  49 54 98 43 72 119 
















































































18 世紀中頃から 19 世紀初頭までの断続的なたたらの稼業を示す記録はあるものの、その
後に稼業されたという記録はない。その上、文政 10年（1827）の和知・阿波・宇野・倉見
の 4ヵ村（現・津山市加茂町）における鉄穴流しの稼業願いにしても認可された形跡がな
































                            
































                            




































                            




















鉄井谷山など（東城町史編纂委員会編 1991 518-576）、安政 4年（1857）に近藤家が経営
















                            
10 安永年間『淘鉄図』（東城町史編纂委員会編 1991 49-51 所収） 





































                            
12 弘化 3年「乍恐以書付奉申上候」鏡野町上齋原・三船家文書 
131 
 
表５－２ 明治 10年代後半の「脱籍之義ニ付願」にみる鉄山労働者と家族構成 
 出生年(1800年代)別の実数 （男/女） 
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男 1   2   6   8  12  25   0   9  13 
女 2   2   2   3   7   8   9  11   6 76 50 126   

































































禁止された宝暦元年（1751）からの 11年間と、寛政 9年（1797）からの 33年間、および
経済の混乱した幕末の元治元年（1864）からの 4年間をのぞき、1～3ヵ所の山内において 



































人口の推移をみると、元禄 4年（1691）の 579人（102戸）以降、天保 4年（1833）の



















                            






       1750        1760        1770        1780        1790     (年) 1800 
■■■■■■■樋ヶ谷 1740～1749 ｜         ｜         ｜   ■■■■■■1785～1789     ｜  
  ■■■■池川山 1745～1748  ｜         ｜         ｜         ｜         ｜  
寺原山■■■■■1746～1750    ｜ ■■■■■■■■■■1762～1771   ｜         ｜         ｜  
       ｜          大木山■■■■■■■■1764～1771   ｜         ｜         ｜  
       ｜         ｜  赤和瀬■■■■■1766～1770    ｜         ｜         ｜  
       ｜         ｜         小林山■■■■■■■■■■■■■■■■■1773～1789     ｜  
       ｜         ｜    杉古屋山■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■1769～1787      ｜  
       ｜         ｜         ｜    釜ケ鳴■■■■■■1778～1784 ｜         ｜  
       ｜         ｜         ｜         ｜    遠藤■■■■■■■1787～1793 ｜  
       ｜         ｜         ｜         ｜          梅木山■■■1794～1796 
 
       1840        1850        1860        1870        1880     (年) 1890 
■■■■■■■樋ヶ谷金吉山 1831～1839        ｜  1868～1897■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■➡ 
 栄杉山■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 1837～1863          ｜         ｜  
 喜路山□□■■■■■■■■■■■■■■1837～1852  ｜         ｜         ｜         ｜  
赤和瀬代続山■■■■■■■■1839～1846        ｜         ｜         ｜         ｜  
       ｜     中津川増金山□□■■■■■■□□1852～1861   ｜         ｜         ｜  
       ｜         ｜         ｜   新古屋坊主原山□□□□□1871～1876         ｜  
       ｜         ｜         ｜    人形仙国一山1876～1887■■■■■■■■■■■■  ｜  
       ｜         ｜         ｜         池川山 1878～1889■■■■■■■■■■■■｜  
       ｜         ｜         ｜                遠藤栄金山 1887～1919■■■■■➡ 
図５－６ 上齋原村におけるたたら製鉄の稼業状況 












の住民に委ねられることが多かった。そこで、当時の村の総人口を 600 人、総戸数を 105
とし、50人の「日傭」と 39人の鉄穴流し従事者のすべてを上齋原村の住民と仮定すると、















一 鍛冶屋 壱ヵ所  恩原御林の内 
一 鉄砂流し場 二口 杉小屋の内、遠藤の内 
万一御上様并びに川筋村々より差し留め参り候時分、村内より随分世話仕り候ても、
當然相止め候はば、御止め成さるべく候 
                            
15 樋ヶ谷山と同時に稼業されていた下齋原村みつこ原山（たたら 1、大鍛冶 3、山内小屋 34）の扶持人は 40人、「日庸」





































                            








る者は 89人である（表５－３）。そのうちの 71人の持高は不明であり18、のこる 18人が
宗門帳に載る上齋原村の住民として認められ、持高も判明する。この 18人については、包
丁鉄の輸送には 10石未満の階層が中心となっていること、総戸数 97の約 3分の 2を占め
る 5石未満の階層において 1人あたりの運搬量が多いことなどが明らかになる。ただし、
史料上の制約から無高層の従事状況を明らかにすることができない。 



















                            
18 持高の判明しない従事者は、無高層ないし上齋原村の宗門帳には載っていない鉄山労働者とみなすべきであろう。 
19 安政 7年「申宗門御改帳」鏡野町上齋原・田渕家文書 



























 0 ( 0.0％) 







 1 (14.3％) 
 8 (33.3％) 
 6 (15.8％) 

















 2 ( 2.0％) 







 2 (22.2％) 
 5 (17.2％) 
 2 (10.5％) 

















合計 97 (100％) 89 1,390 15.6 102(100％) 57 447  7.8 
注：包丁鉄 1束＝12cm×60cm×0.9cm×11本＝13～15貫（約 49～56kg） 




































                            
21 文政 6年「乍恐以書付奉申上候事」三船家文書 
22 安政 2年「鉄山儀定書之事」、（三朝町編 1968 『続三朝町誌・ふるさと物語』同町、289-291 所収） 

































                            

















め、同 27年には全国の鉄生産量に占める中国地方 4県の割合は 5割を下まわった。軍部へ
の販路拡大などによって、中国地方の鉄生産は継続したものの、官営八幡製鉄所の開業し






であった。そして、仁多郡の明治 18年の総人口は 22,500人、総戸数は 4,418戸とされて
いる。仁多郡の「製錬場附属旧来召抱人」と「鉄砂稼其他該業ニ係ル人員」を合わせた 5,800
人をもとに単純に計算すると、仁多郡では住民の 25.8％（3.9人に 1人）が、各戸の 76.2％


























































鉱山のことである。奴可郡 20ヵ村の総人口 7,760人のうち、38.8％にあたる約 3,010人が
鉄生産に関わる荷物輸送や製炭、砂鉄採取に従事していた。総戸数 1,431戸のうち、各戸
から 2.1人がそれらの労働に従事していたことになる。 
さらに、同 23年の鳥取県日野郡では、たたらが 23ヵ所、大鍛冶が 25ヵ所、それぞれ稼
業中であり、これらの鉄山に居住する専業的労働者は 2,297人におよんでいた（表５－６）。


























表５－５ 広島県奴可郡の砂鉄採取 20ヵ村におけるたたら製鉄への従事状況（明治 19年） 
















計 約 3,010 38.8％ 
総人口Ｂ（1,431戸） 7,760人  




























































                            













































は、元禄 2年（1689）に 294人（61戸）、享保 7年（1722）には 325人（65戸）となって
いる。その後、総戸数は、60から 70の間を推移し、明治 11年（1878）には、山内に居住
する鉄山労働者の 32戸をのぞいて 68戸となっている。17世紀中頃に 243.5石であった同
村の村高は、17世紀末期には 435.918石（37町 6反 7畝 6歩）に達した後、幕末まで変化 
                            





























































①森ノ下 ②屋敷脇 ③小田 ④蔵屋敷 ⑤保頭田 ⑥屋敷 ⑦清三郎分 ⑧節分田 



































                            
3 本郷（1973）は、半田に「三番」があったと指摘する。 








K：切羽 H：ホネ Z：鉄穴残丘 N：自然斜面 ☆：字本場の谷 










































































































正保年間（1644～1648）に 243.5石（水田 162.3、畑 81.2）であった鉄山村の村高は、
元禄 10年（1697）に改出高 130石、開高 61石あまりを加え、435.918石（37町 6反 7畝
6 歩）となり、以後変化しなかった6。享保 12 年（1727）に作付された耕地面積は、本田
畑 25町１反 9歩、新田畑 5町 5反 2畝 18歩の合計 30町 6反 2畝 27歩となっている7。そ
して、文政 13年（1830）年には、本田畑 25町 1反 7畝 16歩、新田畑 5町 2反 4畝 20歩






められる 27 人と当地区の八幡宮神田分を抽出し、その耕地を表６－２に示した。この 27
人のうちの 23人については、本人またはその後継者が明治 7年の地籍図に耕宅地の所有者 
                            
6 平凡社地方資料センター編（1988 294）による。原典：元禄 10年「美作国郡村高辻帳」ほか。 
7 享保 12年「本田畑書上帳・新田畑書上帳」（美甘村誌編纂委員会編 1974 356-358 所収）による。なお、本田畑の内
訳は田 16町 4反 9畝 18歩、畑 8町6反 21歩、新田畑の内訳は田 4町 2反 5畝 27歩、畑 1町 2反 6畝 21歩である。 












表６－２ 文政 13年における半田・峪・篠原地区の名請人と耕地 





１ 伝蔵 定常 荒所 
 












２ 与三八 乢田 乢ほれ 狐穴 ゑな市 石鉄穴 
美甘境 長さこやしき 






３ 庄吉 又市田 田中ヤノ
上 かなごや 










４ 庄五郎 定常 五両田 
落ノふけ 篠原 
門ノ脇 前畑 広畑 穴畑 
枯木又 美甘境 深鉄穴 






５ 槌之助 定常 横田 
篠原 君ケ原 
















７ 仁三郎 どいノ内 
しびら畑 
柳原 家ノ上茶山 桜本 
定常茶山  










峪畑 エ門峪 ようが原 









９ 栄八 内鉄穴 エ門峪 
古屋敷 向鉄穴 
すき畑 丸畑 うじな峪 
南畑 大さこ かミ小田 






10 武助 小田ノ上 君ケ原 
落ノふけ 














荒所 右衛門峪 すへの口 
乢寺 といノ下 かなごや 
















13 七兵衛 せうじケ市 
 








































































18 喜平治 左藤治 川関 
半田前 柿木田 
























20 権助 古がんな 
 
















横山 すりばち 小鉄場 











22 太蔵 定藤 明見 
尻せう 保頭田れ
んげ田 瀬戸 
二百尻 蔵屋敷 竹ノ上 
川関 茶ノ下 山かげ 
市助分 どいの内 










































26 友八 明見田 小鉄場 
一くぼ田 





















































27人が名請けしていた水田の合計面積は 8町 6反 7畝 23歩であり、そのうちの 18.0％
（1町 5反 6畝 2歩）が新田となっている。そして、畑の合計面積は 3町 4畝 23歩であり、
そのうちの 11.5％（3反 5畝 9歩）が新畑となっている。さらに、本田畑をみると、鉄穴
跡地とみなせる「〇鉄穴」という小字名が 8人の名請地に合計 10ヵ所確認できる。一方、
新田畑では、4 人の名請地に「〇鉄穴」という小字名が合計 4 ヵ所確認できる。美作国で
は、慶長 8年（1603）に行われた検地以後の新開地を、村高に加算している事例がみられ











































ると、耕地面積は水田 24町 6反 4畝 1歩、畑 10町 3反 6歩、計 34町 9反 4畝 7歩となる
（表６－３）。そして、耕地一筆ごとに鉄穴跡地であるか否かを確認し、その面積を集計
すると、水田の総面積のうち 27.4％（6町 7反 4畝 9歩）、畑のうち 71.8％（7町 3反 9
畝 20歩）が鉄穴跡地に造成されたものとなった。明治 7年から 22年までの間にも耕地面
積は大幅に増加したことになるが、その原因は判然とはしない。 
そして、明治 22年から 1951年までは、山林・原野から田への地目変更が 14筆 4反 9
畝 9歩、山林・原野から畑への変更が 47筆 1町 2反 5畝 5歩、畑から田への変更が 26筆
7反 8畝 13歩、それぞれ確認できる（表６－４）。この 62年間に新たに開発された耕地







表６－３ 明治 22年における半田・峪・篠原地区の耕地と鉄穴跡地 
 地区全体 A 鉄穴跡地 B 100B/A 















































表６－４ 明治 22年～1951年における半田・峪・篠原地区の土地利用変化 
























































































                            






























                            


















総戸数 20戸のうち、半田に半田カブ（1991年の構成戸数 4）、峪に土居の内カブ（同 5）、
峪・篠原にオモテカブ（同 3）、篠原にホンヤとアタラシからなるカブ（同 2）が構成され


















                            




















































鉄穴流しが廃絶した数年後の明治 22年から 1951年にかけて、畑田成をふくめて 2町 2





















































































                            
1 1985年農林業センサス、および 1990年世界農林業センサスの集落別カードによる。なお、本章は 1990年代中頃の現
地調査にもとづくものであるため、調査当時に入手できたデータを示している。 
































































































の 18町 1反 9畝 25歩に対する「新開鍬下年季願」6をそれぞれ提出し、県令より認可され
ている。鍬下年季が認可されると、開発された耕地に対する課税が 10～20年間程度、開発
前の額に据え置かれたのである。 
明治 13 年以降鍬下年季中であった 18 町 1 反 9 畝 25 歩の土地のうち、如来原の水田 5
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１）：明治 13年に申請された面積を示す。２）：鍬下年季期間の終了した時期と面積を示す。３）：宮市原の開発以前から存







































































































































つぎに、宮市原における耕地の経営状況をみると、大正 9年では 16名のうち 14名の耕
作者がほぼ 1町歩の耕地を経営し、1年間にほぼ 10石の生産をあげている（図７－７）。



















                            
10 『日野郡史』によると、世話人ともよばれ、田畑の管理や小作米の取り立てなどの業務にあたっていた。『江府町史』
によると、宮市原の地作舞人は、近藤家より派遣されたという。 



















































有地であった 18町 1反 9畝 25歩と見積もられた開発予定地と周辺の土地を取得した。そ
の結果、明治末期までに宮市原では、合計 19町 2反 9畝 6歩（宅地 4反 7畝、水田 16町






































































































は続かず、4、5 年後、たたらは休業に追い込まれた。明治 39 年には、島根県安来町の雲
伯鉄鋼合資会社の栄金山製銑所（のちに安来鉄鋼合資会社栄金山製銑所に名称変更）2が成
立した。そして、同 45年には「西洋たたら」とよばれた「新式溶鉱炉」3が設置され、鉄 


































































明治 21 年に作成された「地押切絵図」をみると（図８－２）、開村当初の遠藤には 4
筆の宅地（2162～2165番地）が確認される。これらの総面積は 4反 9畝に達し、そのうち






































































































































































                            
6 明治 25年「本籍・附籍・寄留家邸番号」鏡野町上齋原・田渕家文書 






















































た図８－２のように、開山当時の遠藤には 5反 1畝 3歩（水田 3反 7畝 27歩、畑 1反 3
畝 6歩）の耕地が存在していた。しかしこのうち、水田のすべてと畑 1畝 10歩は、となり
の小林集落の居住者が所有していた。鉄生産のさかんな時期に鉄山労働者は農業には従事
しにくかったとみられるので、山内への米飯供給は主として周辺村落によって担われたの





初期までにそれらは耕地化され、その面積は 1町 2反 11畝 11歩（水田 1町 2反 10畝 1













































































































































































































































































































































































































昭和 40年代までに 11戸が居住することになった。また 1959年以降、「ネ」～「ハ」の 3
戸が遠藤川東岸に居住し、遠藤下はもっとも戸数の多い「組」となった。 













































を加えた生産生活が継続された。1956 年の遠藤における牛の飼育戸数が 30 戸、飼育頭数
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第Ⅱ部    第２章 鉄穴流しの方法と土地開発 








































図５－１ 寛政 3年・文化 4年の中国地方におけるたたらの分布 
図５－２ 明治後期～大正期の中国地方におけるたたらの分布 
図５－３ 19世紀中・後期の美作国におけるたたらの分布 





表５－２ 明治 10年代後半の「脱籍之義ニ付願」にみる鉄山労働者と家族構成 
表５－３ 上齋原村における持高別の包丁鉄運搬者数と運搬束数 
表５－４ 出雲地方におけるたたら製鉄への従事状況（明治 15年） 
表５－５ 広島県奴可郡の砂鉄採取 20ヵ村におけるたたら製鉄への従事状況（明治 19年） 












図６－８ 明治 7年の地籍図による土地利用 
表６－１ 半田・峪・篠原地区の鉄穴跡地と耕地化面積 
表６－２ 文政 13年における半田・峪・篠原地区の名請人と耕地 
表６－３ 明治 22年における半田・峪・篠原地区の耕地と鉄穴跡地 
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